
 

資格の大原 無断転載・複製を禁じます 

【的中問題！】 一部ご紹介致します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大原：公開模擬試験－第１問 

 

本試験：第１問 

 

大原：直前対策模擬試験②－第15問

 

本試験：第14問 

 



無断転載・複製を禁じます 

 

令和５年度 中小企業診断士第１次試験 

○Ｃ  企業経営理論 
 

【総評】 

令和５年度の本試験は、量の面から見ると設問数は41設問と昨年と同数である。昨年度

までと比べ、解答の判断が難しい問題もあったが、全体としては例年並みの難易度であっ

たと思われる。 

難易度を決める要因の一つとして、選択肢の数があるが、４肢択一形式と５肢択一形式

の問題を比較すると後者の方が難易度は上がる。本年の出題状況を見ると、４肢択一形式

と５肢択一形式の設問の比率が17対24になっており、昨年の11対30よりも５肢択一形式の

出題数が減少している。しかし、難易度は下がっていないと思われる。 

出題の分野別内訳をみると、戦略論が13設問（第１問～第13問）、組織論が14設問（第

14問～第27問）、マーケティング論が14設問（第28問～第37問）であった。近年の出題傾

向と比較しても、出題の分野別内訳はほとんど変化していない。 

分野ごとに見ていくと、戦略論は、５肢択一形式の設問が８問（昨年11問）である。頻

出論点である第１問（ドメイン）、第２問（ＶＲＩＯフレームワーク）、第４問（経験曲

線効果）、第７問（Ｍ＆Ａ・戦略的提携）などで得点したい。また、第８問・ウ（エフェ

クチュエーション）は、３年連続で出題されており、過去問題の攻略も必要であった。 

組織論は、５肢択一形式の設問が10問（昨年10問）であった。第24問～第27問までの労

働基準法、賃金・退職金、労働者、労働時間、健康保険諸法令など、労働関連法規に関す

る問題では、時事的な要素を含む出題がみられ、時事問題への対策の有無で対応は分かれ

たと思われる。頻出論点である、第14問（主要な組織形態）、第15問（機械的管理システ

ム）、第18問（リーダーシップ）などの問題で得点したい。 

マーケティング論は、５肢択一形式の設問が６問（昨年９問）であったが、昨年よりも

判断に迷うケースがあったと思われる。頻出論点である第32問・設問２（クチコミ等）、

第35問・設問１（消費者の購買意思決定プロセス）などの問題や、第31問・設問１（卸売）

などで得点したい。その他、マーケティングに関する専門用語が問題の随所に見られたた

め、これらを正しく把握できていたかどうかで、得点に影響があったものと思われる。 

以上 


